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遺物を科学する
最近は考古学 ･古代史ブームである.いろいろな概説出二は北大な歴Rlが描いてある｡文字のない時代
のことがどうしてそこまでわかるのかと思う人t)多いだろうoLかし､そのような侭火もその根拠を遡っ
ていくと､前後には1つ1つの遺物や遺構にたどりつく｡逆に言えば､原始 ･古代の歴史は1,r.-(の遺物､
1つの遺構の分析から~始まって袴雑な考察を経た結果を衣しているのである｡遺物は人間の手を加えられ
ながら製作､使用､廃棄という一生をたどるoもちろん製作途中の未完成晶や失敗rV.もある｡その辺に転
がっている自然の石でも､人間がそれを手にして道具として使ったその瞬間､その石は石器としての新た
な意味をi)つてくる｡人FHjの ･/Eに様々なドラマがあるように､個々の遺物にも廃棄されるまでの間にい
ろいろな.'L'f来車がある｡研究者はその ドラマを1コマ1コマ読みとっていかなければならない｡遺物を見
るとき具体的にどこに注t=ノ､そこからどのような情報を追求していくのだろうかo l 点の考占･YF料には
いったいどれほどの情報が入っているのか｡故近は自然科学fJ'リな分析方法を導入し､考rL.'資料から引き汁.
す情報最i)増えているo小さな七器のかけらから雁史観に人きな影響をノブ･えるような情報が引きLhされる
場合もないとは言えない｡11の遺物を徹底して調べあげるという､雁史復元過程の初期でなされる地道
な分析､その過程の一端を紺介してみたい｡ (肋手 富樫学ぶ)
縄文土器を科学する-問いかけ方とその情報-
⊥器はfH:非史的にみても新石器時代に先日)ほ れた人類の重要な/仁清用具のひとつであったO遺跡からげl
卜する 卜.器も地域に応 じたそれぞれの特徴をもつ.研究者は発掘によってIlf.Lした [･.rA諒の年代や地域性を
分析 し､遺跡の峠期を決定する物差 しとしている｡ しか し1.器の もつ特徴 とそこから引き出すことのでき
る憤･紬 ま多様である｡ヒ器のかたちや文様などは､かれらの意識により付けられた情報で､それは作 り丁
に1身の文化的､社会的特性を示す.また､機能 ･川途は調秋や貯蔵などの対象物の特徴を反映する｡さら
に兄ノJ-を変えれば､かれらにとって殆ど無意識のうちに l二器のI人J都に紛れこんだ17L津位もある｡ここでは津
島同人遺跡第 5次調査により,Ill.土 した縄文畔代後朋の十.器の分析成果を封1介 して､ l･.aqfの もつ多様な十嗣院
を引き出 してみよう｡
土器の履歴書 発掘調査によって回収された 卜.器は､遺
跡7,と侶上 した地.L耳や地層といった記録を付け､1,だず
つ登録する｡後の研究者がその記録を見れば個々の遺物
が どこからどのような状態で発見されたかがわかる｡
また､こうした記録は遺跡にのこされた/Ll/LTiの復元に
役立つ罷要な手掛か りともなる｡遺物の履歴悪 とい ､え
るこの記録をもとに研究室での分析が始 まるO
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土器の型式とひろガり かたちや文様など､ l･.器の もつ咋代的特徴や地域的特作によって分類 された十器
は ｢型式｣や ｢株式｣というまとまりに区別されるO考+1学者はたとえ小さな破片であっても､その住かtJ:
特徴から帰属するヲ亡竺式や様式を判断できるo
l潔12の71:.卜に示 した土器は､IJの郎/))が人きく
波打ち､胴部に3本線による入 り組み文様が
描かれている. 卜岩詩のJて竺JCを広域に見渡すと
Ilか3附 ､■/二に波 うつのは､縄文時代後期中葉
に広 く列島に広がる流行であったことがわか
る｡他方でバケツ形の形態は東日本に優勢で､
3本線の入り組み文様は火泡 ･北陸地ノJ'を｢l
心 とした流行であったらしい｡この一例をid
てち卜.a:享にあらわれる地域性は､それぞれの
地域の問で閉鎖的ではなく､共通の流日や流
儀に基づいていることがわかる｡それは1'l時
の朴会の しくみや惰紬の伝達のありかたをし
めす現象でもあるO
土器の用途と作り手たちのなりわい 遺跡から出土 した土器は泥にまみれている｡ しか し注意深 くその表
lLiを観察すると､泥以外に 卜器が使われた畔に付着 した食料がこび りついていることがあるO写真 1の-/T:.は
各炊きに用いられた L器のr)1面に付着 した炭化物である｡この組織 を顕徴税で観察 した結果､ユ リ科ネギ
属の球根であることがわかったoまた､1･_器のlノ凋;にも縄文人をとりまく環境をしめす多様引市報が含ま
れている｡土器自体を構成 している器体を細かく粉砕 し､ L (肥土)の中に残存するガラス質の棉物組織
(プラント･オパール)(写真 1-1-6)を柚出分析する方法か近年開発された｡この方法を用いれば柄物
その ものが残 らない環境の遺跡でも､周辺の植/iをある程度推定することができる｡プラント･オパール
分析によって津島同大遺跡ではヨシやタケ頬､ススキといった湿地に繁茂する植物の存在と､コメやヒエ
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写真1土器内面の炭化物と胎土中のプラント オパ ルー
といった戚培植物をある程度戚培 していたことが明らかにされ､日本における稲作の起源を遡 卜.させる発
見となった.一片の土器も問いかけノ)-によって引き出せる情報に違いがあるoあらたな歴火の発見は閃い
かける側の目的や方法の開発にあることを知ることも重要である｡ (助手 阿部芳郎)
○●○石器を読む○●○
左の写真はT.学部情報 l'_学科棟建設用地から.■I'.
七した｢イT-｣である.出 ヒした地層や ･緒に出 l･_し
た上器から､純文時代晩期(約2500年前)から弥竹
崎(t前期(約2100年前)にかけてのものと考えられ
るO芯･jl'の名前は｢安Ill岩｣O安LllE.といってもい
ろいろな柁類があるが､中でも市川県五色fTやそ
の周辺で産汁.する｢讃岐岩(カンカン右)｣によく似
ている.この｢h-｣でフレ-ラー トを作って偏光顕
微鏡で観察すれば､どこで産山したものかおよそ
の見判 まつくが､実はこれを壊すことはできないo
そこで､外見だけで言えば､このような'Li=JII岩は遺
跡の周辺では産出しない｡ ということは遠 くの産
目地からこの遺跡まで運んできたことになる｡
この｢石｣､写兵ではわかりにくいが､★印のつ
いた矢印の所に､矢印の方向に一撃されて剥がれ
た跡がある｡すなわち､この｢石｣は､人きな石に
打撃を加えたときに剥がれた｢かけら｣ということ
になる｡考(jl学ではこれを｢剥片｣と呼ぶO
写真2津島岡大遺跡第7次調査で出土した｢石｣ さらによく見ると､縁辺に細かく打ち欠いた跡
がある (写真 卜)｡ しかも写兵で拡人した部分に少なくとも9l｣Iにわたって､矢印の所を矢印の方向に打
ち欠いてある.打ち欠いて剥がれた面を1枚 1枚詳細に観察するとiJTち欠いた順番がわかる｡番7;･で示 し
た順に打ち欠いているor百日ニ番号の ものはどちらを先に打ち欠いたかわからないものである｡どうやらこ
の部分を加工 して ｢刃｣にしたらしい｡こうなると-見ただの石のように見えていたものでも､人間がこ
の石を打ち欠いて道具にした立派を ｢77器｣ということにtj:る.こうなると石材の産地推定のためといえ<'LIJ
どもこれを壊すことはできないo次にこれの名称であるが､多族や石斧のように整った形態ではないため､
機能がわか りにくく名称をつけにくいが､鋭い刃部から､ ｢切る｣ ｢削る｣というような機能を推定でき
る｡そこで ｢馴器 (スクレイパー)｣という名称をつけることにする｡これでこの ｢石｣が石器であると
いう認定ができたわけである｡この後はこの石器をrxJ化 したり､一緒に出上 した石器や上器と比較検討す
るなどして､当時の生活様式を授元 していくのである｡ (肋手 富樫孝志)
- <>◆ 最 近 の 孝芭掘 調 査 力1ら - <こ>◆
津島キャン スヾの下を走ったトロッコ軌道 /
津島岡大遺跡第12次調査 (図書館増築予定地)
写真3明治時代の トロッコ軌道跡
図書館の増築予定地では トロッコ軌道の跡が出てきました｡明治時代の畑の畝跡を斜めに横切ってほぼ
一直線に走っていました (写真左上)0線路敷 き (道床)は土を盛って作ってあり､両脇には排水川と思､
われる溝を掘ってありました (写兵右)｡道床の上に小石 (バラス ト)を敷かずに､画接枕木を敷いた跡
があり (写共#.下)､レールを枕木に同左するための ｢犬釘｣ も山上 しています｡レール脂 (ケージ)は
枕木の幅から考えて762mm(2フィー ト6インチ)位だったと推定できます｡
いったい何のための トロッコ軌道なのでしょうか｡津島キャンパスの下には厚さ1m程の盛十かありま
す｡これは1907年に旧日本軍がここに駐屯地を作ったときに盛った十であることがわかっています｡そし
て､この l二は京山を削って運んできたといわれています｡おそらくその土を運搬するために敷設 したi)の
と思､われます｡ トラックがあった時代でi)なく､ トロッコが最大の運搬手段だったので しょうo
どのような線路配置になっていたのか､ トロッコは人間が押 したのか､馬が引っ張ったのか､軽便鉄迫
のような小型の蒸気機関車を使ったのか､想像はどんどんふ くらみます｡どなたか1時の状iJrlLや資料など
ご存 じないでしょうか｡調べてみたいと思います｡ (肋手 富僅孝志)
表紙写真の説明
工学部生物応川工学科棟の建設に伴う発掘調査
で山 Lした縄文時代後期(約3500年前)の大型の削
器 (スクレイパー)｡現場で山上状況を記録 し､
室l勺で実測ItRlを書き､様々な記録をとる｡時には
使用によって刃部についた微細な傷や摩滅痕の観
察なども行う｡
編集後記
1一類の遺物には実に多くの情報か含まれていま
す｡今回登場 した遺物からも､もっと多くの情報
を読みとることができます｡図書館の増築了･定地
では､明治時代の トロッコ軌道の跡が発見されま
したo珍 しいものなので#li介 しました｡もっとも
私の個人的な興味 もありますが｡ (T)
